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今週のキーワード

デュアルCGM
血糖・ケトン同時測定でDKA予防

25
件

記事数

6
カ国

対象国

10
日間

CGM連続

66
候補

AIバイオM

今週の全25記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 ロシュHER2診断薬 製品発表
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

ロシュのHER2コンパニオン診断薬がFDA承認、胃食
道腺がん患者のZIIHERA®適格性を特定し個別化医療
を推進。

#02 ロシュAD血液検査 製品発表
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

ロシュのElecsys® pTau217血液検査がFDA認可、55
歳以上のAD関連アミロイド病理を一次医療で特定可
能に。

#03 ウェアラブル健康M 解説記事
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

ウェアラブルバイオセンサーが個人健康モニタリング
を革新、リアルタイム追跡と多様なフォームファクタ
で慢性疾患管理を強化。

#04 アボットLibre Duo 製品発表
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

アボットのLibre Duo 10 DayがFDA認可、米国初の
デュアルグルコース・ケトン連続測定ウェアラブルで
DKA早期警告を提供。

#05 ウェアラブルDバイオ 解説記事
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
ウェアラブル技術が現代臨床研究のデジタルバイオマ
ーカーを推進、AI統合で疾患予測と個別化医療へ。

#06 韓国i-SENS CGM 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

韓国i-SENSがバイオセンサー精度とCGM革新でコネ
クテッド糖尿病ケアの未来を構築、グローバル展開を
加速。

#07 独柔軟汗センサー 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

ドイツの研究者が柔軟なウェアラブル汗センサーを開
発、腎臓、肝臓、心臓機能関連バイオマーカーを非侵
襲的にリアルタイムモニタリング。

#08 Google AI CoDaS 技術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Google ResearchがAI CoDaSパイプラインを発表、
ウェアラブルデータから66のデジタルバイオマーカー
候補を特定。

#09 MEDICA 2026 展示会情
報

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

MEDICA 2026がウェアラブル技術の未来を展望、デ
ジタルバイオマーカーとAIによる遠隔モニタリングが
医療を変革。

#10 ICU汗センサー 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

ICUでのウェアラブル汗センサーがリアルタイム・非
侵襲モニタリングを革新、AIで敗血症や臓器不全の超
早期診断へ。

#11 MOFマイクロニードル 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

ワシントン大学がMOFコートマイクロニードルパッチ
を開発、冷蔵不要で腎臓病バイオマーカーNGALを4週
間高感度検出。

#12 ウェアラブルAI健康M 学術論文
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

ウェアラブルバイオセンサーとAIが個別化ヘルスモニ
タリングを推進、リアルタイム生理データ解析で臨床
的洞察を生成。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13 自己給電e-スキン 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

自己給電型マルチモーダルウェアラブルシステムがデ
ジタルヘルスを変革、エネルギーハーベスティングと
3次元統合e-スキンで多項目同時モニタリング。

#14 センサーパッチ市場 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
センサーパッチ市場は急速な成長を予測、柔軟な電子
機器、遠隔モニタリング、AIが主要な推進要因。

#15 Caltech汗センサー 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Caltechが画期的ウェアラブル汗バイオセンサーを開
発、非侵襲で血糖値、ビタミンC、薬物濃度を正確測
定。

#16 植物センサー 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

挿入型電気化学マイクロセンサーが植物ストレスバイ
オマーカーの生体内遠隔モニタリングを可能にし、植
物ヘルス管理に革新。

#17 MNセンシング進化 解説記事
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

マイクロニードル技術が薬物送達から統合型バイオマ
ーカーセンシングシステムへ進化、個別化治療とPOC
T診断を促進。

#18 HME:アボット承認 業界ニュ
ース

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

HMEニュースがアボット社のデュアルセンシング技術
FDA承認を報じる、DKA予防へ新たな一歩。

#19 FDA:CGM/ケトン 業界ニュ
ース

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

FDAが初の連続血糖・ケトンモニタリングシステムを
承認、アボット「Libre Duo 10
Day」が糖尿病ケアに変革。

#20
GIGAZINE:CGM/ケト
ン

業界ニュ
ース

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

FDAが糖尿病患者向け世界初「デュアル血糖・ケトン
連続モニタリングウェアラブル」を承認、DKAリスク
早期発見へ。

#21 MDO:アボット承認 業界ニュ
ース

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

アボット社が世界初デュアル血糖・ケトンセンサーで
FDA承認、DKA予防を強化。

#22
PatientCare:CGM/ケ
トン

業界ニュ
ース

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

FDAが2歳以上の糖尿病患者向け初の連続血糖・ケト
ンモニタリングウェアラブル「Libre Duo 10
Day」を承認。

#23
Epocrates:CGM/ケト
ン

業界ニュ
ース

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

エポクラテスが解説、世界初のウェアラブルでケトン
体追跡がCGMに統合されDKA予防を強化。

#24
TechRadar:CGM/ケト
ン

業界ニュ
ース

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

TechRadarが「糖尿病治療のブレークスルー」と称賛
、FDAがアボット社の世界初デュアルセンサーCGMを
承認。

#25 Microfluidics 2026 展示会情
報

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●○○
○

ベルリンで開催されるMicrofluidics 2026会議で、ポ
イントオブケアマイクロデバイスの最新イノベーショ
ンが発表。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ アボットのデュアルCGMは、日本の糖尿病ケアの設計前提を変えるか？
アボットのLibre Duo 10 DayがFDA承認され、血糖値とケトン体を同時に連続モニタリング可能になりました。DKAリス
クを70%低減する可能性も示唆されており、日本の糖尿病患者の自己管理と医療介入のあり方を根本から変える可能性が
あります。日本の医療機器メーカーや製薬企業は、この革新にどう対応すべきでしょうか？

❷ アルツハイマー病の血液診断が一次医療で可能になることで、日本の診断・製薬業界はどのような戦
略を立てるべきか？
ロシュのElecsys® pTau217血液検査がFDA認可され、55歳以上のAD関連アミロイド病理を一次医療で特定できるよう
になります。これにより、ADの早期診断が普及し、治療薬のターゲット患者特定が容易になります。日本の診断薬メーカ
ーや製薬企業は、この診断パラダイムシフトにどう備え、新たなビジネス機会を創出するべきでしょうか？

❸ 冷蔵不要なマイクロニードルや多機能汗センサーの進化は、日本の材料メーカーにとって新たなビジ
ネスチャンスとなるか？
ワシントン大学のMOFコートマイクロニードルパッチは冷蔵不要で長期安定な腎臓病バイオマーカー検出を可能にし、ド
イツやCaltechの研究では多機能な汗センサーが開発されています。これらの非侵襲・低侵襲モニタリング技術の進化は、
日本の高機能材料、接着剤、柔軟電子基板メーカーにとって、新たな市場創出の機会となるでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

デュアルCGMAD血液診断

冷蔵不要MN 汗センサー
AI×Dバイオ パッチ市場

植物センサー 韓国CGM

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● デュアルCGM 注意 糖尿病ケア革新、DKA予防 既存BGM市場の縮小

● AD血液診断 注意 AD早期診断、製薬連携 診断市場の競争激化

● 冷蔵不要MN 機会大 在宅診断、材料新用途 実用化までの時間

● 汗センサー 機会大 非侵襲モニタリング 汗データ信頼性課題

● AI×Dバイオ 注意 医療研究効率化 データ解析競争激化
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● パッチ市場 注意 部品・材料需要増 海外勢との競争

● 植物センサー 参考 精密農業の推進 医療分野との乖離

● 韓国CGM 脅威大 — アジア市場競争激化
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深掘り ① ― 糖尿病ケアを革新するデュアルCGM
#04 | 2026/08/25 | Abbott & U.S. Food and Drug Administration (FDA) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●●
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

アボットの「Libre Duo 10 Day Continuous Dual Glucose Ketone Monitoring System」が米国FDAの認可を取得し
ました。これは、米国で初めてケトンレベルを継続的に追跡し、世界で初めてグルコースとケトンの両方を単一のウェ
アラブルデバイスで連続モニタリングする画期的な技術です。

2歳以上の糖尿病患者を対象とし、糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）のリスクが高い患者に早期警告を提供すること
で、DKAの緊急事態を予防し、不必要な入院を回避するのに貢献します。本システムは、10日間の装着期間中、毎分間
質液中のグルコースとケトンを測定し、スマートフォンにワイヤレスでデータを送信します。

▶ シニアテクニカルアナリストの視点

【数値妥当性】DKAによる入院リスク70%低減は非常にインパクトが大きい。臨床試験データに基づい
ているため信頼性は高いが、実世界での患者層や使用環境での再現性には注視が必要。特に小児やシッ
クデイ患者での有効性は高く評価できる。 【未解決課題】センサーの装着快適性、皮膚トラブル、デー
タプライバシー、そして保険償還制度への組み込みが普及の鍵。また、ケトン体測定の精度が血糖値測
定と同等に維持できるか、長期間の使用での安定性も重要。 【機会】日本の材料メーカーは、センサー
材料（酵素、電極、基板）、接着剤、小型化技術、データ解析プラットフォーム開発で貢献可能。日本
の既存の糖尿病関連企業は、このデュアルセンシング技術への対応を急ぐ必要がある。 【脅威】アボッ
トが先行することで、日本の医療機器メーカーは後塵を拝するリスク。特にCGM市場での競争が激化し
、独自の付加価値を提供できないと市場シェアを失う可能性。 【次のアクション】R&D;部門はデュア
ルセンサー技術の早期研究開発に着手。経営企画部門はアボットの市場戦略を分析し、自社製品ポート
フォリオへの影響を評価。調達部門は関連材料のサプライヤー動向を調査。

深掘り ② ― アルツハイマー病診断のパラダイムシフト
#02 | 2026/08/23 | Roche (Press Release) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

ロシュは、Elecsys® Phospho-Tau (217P) Plasma (pTau217) 血液検査が米国FDAの認可を取得したことを発表し
ました。この検査は、55歳以上の認知機能低下の兆候がある個人のアルツハイマー病（AD）に関連するアミロイド病
理を特定するための、単一の血液ベースのオプションを一次医療および専門医療機関の臨床医に提供します。

Elecsys® pTau217は、アミロイド病理の除外と確定の両方をサポートする、最初で唯一のFDA認可済み単一バイオマ
ーカー血液検査であり、既存の検査の複雑さや費用に対する実用的な解決策を提供します。この画期的な進展は、ADの
早期かつ広範な診断能力を大幅に向上させることが期待されます。
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▶ シニアテクニカルアナリストの視点

【数値妥当性】FDA認可済みであり、一次医療でのアミロイド病理特定を謳っているため、その診断精
度は高いと判断できる。ただし、pTau217単独での診断がどこまで確定的か、他のバイオマーカーとの
組み合わせの必要性も考慮すべき。 【未解決課題】血液検査でADを早期診断できることは画期的だが
、その後の治療法が限られている現状がある。診断後の患者へのケアパスウェイの確立、検査の費用対
効果、そして偽陽性・偽陰性に対する臨床現場での対応プロトコルが必要。 【機会】日本のAD治療薬
開発企業は、この診断薬との連携で臨床試験の効率化やターゲット患者の特定が可能になる。診断薬メ
ーカーは、同様の血液ベースバイオマーカー検出技術の開発競争に参入する機会。 【脅威】ロシュが先
行することで、日本の診断薬市場における競争が激化。特に、非侵襲的で高精度なAD診断技術を持たな
い企業は、市場での優位性を失うリスクがある。 【次のアクション】製薬R&D;部門はAD治療薬開発に
おけるコンパニオン診断薬との連携戦略を検討。診断薬R&D;部門は血液ベースの神経変性疾患バイオマ
ーカー検出技術の研究開発を強化。経営企画部門はAD診断市場の動向と競合分析を実施。
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深掘り ③ ― 冷蔵不要な腎臓病バイオマーカーセンサー
#11 | 2026/08/27 | Washington University in St. Louis (EurekAlert! および Targeted News Service 引用) |
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

ワシントン大学セントルイス校の研究室が、冷蔵を必要とせずに腎臓病の初期兆候を検出できる革新的なマイクロニー
ドルパッチの開発に成功しました。このパッチは、金属有機骨格（MOF）でコーティングされたマイクロニードルを利
用し、皮膚の間質液から腎臓損傷のバイオマーカーであるNGAL抗体を迅速かつ安全に捕捉し、高感度に定量化します
。

MOFの特性により、NGAL抗体を最長4週間安定して保存できるため、在宅やポイントオブケア（POCT）での長期モニ
タリングを大幅に容易にする可能性を秘めています。これは、慢性腎臓病の早期発見と管理に大きなブレークスルーを
もたらす技術です。

▶ シニアテクニカルアナリストの視点

【数値妥当性】MOFによるNGAL抗体の4週間安定保存は、材料科学的なブレークスルーであり、学術論
文で報告されているため信頼性は高い。高感度検出も実証されているが、実際の患者検体での長期安定
性や、汗中NGALと血中NGALの相関性に関する詳細なデータが待たれる。 【未解決課題】大量生産技
術の確立、コスト削減、皮膚への長期貼付時の安全性（アレルギー反応など）、そして汗の分泌量や組
成の個人差による測定変動への対応。MOF材料の生体適合性や毒性評価も重要。 【機会】日本の高機能
材料メーカーはMOFの合成・応用技術開発、マイクロニードル製造技術を持つ企業はパッチの量産化、
医療機器メーカーはPOCTデバイスとしての製品化で貢献可能。在宅医療・遠隔医療分野での新たな市
場創出。 【脅威】海外の研究が先行しており、日本の材料・デバイスメーカーがこの技術トレンドに乗
り遅れるリスク。MOFの知的財産権や製造ノウハウの確保が課題。 【次のアクション】材料R&D;部門
はMOFの生体適合性・安定性向上、量産技術の研究。デバイスR&D;部門はマイクロニードルパッチの
設計・製造技術、汗収集・分析システムの開発。経営企画部門はPOCT市場におけるこの技術の潜在的
価値を評価し、M&A;や提携の可能性を検討。

その他の注目記事
ロシュのコンパニオン診断薬PATHWAY® HER2とVENTANA® HER2 Dual ISH DNA Probe
CocktailがFDA承認、HER2陽性転移性胃食道腺がん患者のZIIHERA®適格性を特定
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

HER2陽性胃食道腺がん患者向けのコンパニオン診断薬がFDA承認。個別化医療の進展と、診断薬と治療薬の連携強化
は日本の製薬・診断業界にとって重要。

ドイツの研究者が柔軟なウェアラブル汗センサーを開発：腎臓、肝臓、心臓機能関連バイオマーカーを非侵襲的にリアルタイムモニタリング
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

汗から複数の臓器機能バイオマーカーを非侵襲的にモニタリングする技術。日本の材料・デバイスメーカーは、柔軟な
電子材料やセンサー技術開発で貢献可能。

ICUでのウェアラブル汗センサーがリアルタイム・非侵襲モニタリングを革新：AIで敗血症や臓器不全の超早期診断へ
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

ICUでの重症患者モニタリングに汗センサーとAIを応用。敗血症や臓器不全の超早期診断は、日本の医療現場の課題解
決に貢献しうる。

Google ResearchがAI Co-Data-Scientist (CoDaS) パイプラインを発表：ウェアラブルデータから66のデジタルバイオマーカー候補を特定
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

GoogleがAIでウェアラブルデータからデジタルバイオマーカーを自動探索。日本のAI・ヘルスケア分野は、データ解
析技術の強化が急務。

センサーパッチ市場は急速な成長を予測：柔軟な電子機器、遠隔モニタリング、AIが主要な推進要因
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技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

センサーパッチ市場の成長予測。日本の材料・部品メーカーは、柔軟な電子材料や接着剤、小型センサー技術で市場機
会を捉えるべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】アボットLibre Duo 10
Dayの技術詳細（センサー材料、構造、アルゴリズム）を深掘り調査し、自社技術との比較分析を実施。

• 【経営企画】ロシュのAD診断薬FDA承認を受け、日本のAD診断市場への影響と競合他社の動向を緊急で情報収
集。

• 【調達】ウェアラブルバイオセンサー向け柔軟基板、電極材料、接着剤のサプライヤーリストを更新し、新規技
術動向を把握。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】MOFやマイクロニードル技術に関する最新の学術論文をレビューし、自社での応用可能性を検討する
ワーキンググループを立ち上げ。

• 【半導体PKG/EV設計】ウェアラブルデバイスの小型化、自己給電化、マルチモーダル化に向けた材料・パッケ
ージング技術のロードマップを策定。

• 【経営企画】AIを活用したデジタルバイオマーカー探索の動向を調査し、自社ヘルスケア事業へのAI統合戦略
を検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】非侵襲・低侵襲バイオセンサーの長期安定性、生体適合性、量産化技術に関する基礎研究テーマを設
定し、大学・研究機関との共同研究を模索。

• 【経営企画】高齢化社会における予防医療・個別化医療のニーズを再評価し、ウェアラブルバイオセンサーを核
とした新規事業創出の可能性を検討。

• 【法務・薬事】FDAのiCGK規格など、バイオセンサー関連の国際的な規制動向を継続的に監視し、将来の製品
開発戦略に反映。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-30
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収録記事一覧

#01 ロシュのコンパニオン診断薬PATHWAY® HER2とVENTANA® HER2 Dual ISH DNA Probe
CocktailがFDA承認、HER2陽性転移性胃食道腺がん患者のZIIHERA®適格性を特定

#02 ロシュのElecsys® pTau217血液検査がFDA認可、55歳以上のアルツハイマー病関連アミロイド

病理を一次医療で特定可能に

#03 2026年、ウェアラブルバイオセンサーが個人健康モニタリングを革新：リアルタイム追跡と多
様なフォームファクタで慢性疾患管理を強化

#04 アボットのLibre Duo 10 DayシステムがFDA認可：米国初のデュアルグルコース・ケトン連続
測定ウェアラブル、2歳以上の糖尿病患者にDKA早期警告を提供

#05 ウェアラブル技術が現代臨床研究のデジタルバイオマーカーを推進：疾患予測と個別化医療への

AI統合

#06 韓国i-SENS、バイオセンサー精度とCGM革新でコネクテッド糖尿病ケアの未来を構築、グロー
バル展開を加速

#07 ドイツの研究者が柔軟なウェアラブル汗センサーを開発：腎臓、肝臓、心臓機能関連バイオマー
カーを非侵襲的にリアルタイムモニタリング

#08 Google ResearchがAI Co-Data-Scientist (CoDaS) パイプラインを発表：ウェアラブルデータ
から66のデジタルバイオマーカー候補を特定

#09 MEDICA 2026がウェアラブル技術の未来を展望：デジタルバイオマーカーとAIによる遠隔モニ
タリングが医療を変革

#10 ICUでのウェアラブル汗センサーがリアルタイム・非侵襲モニタリングを革新：AIで敗血症や臓

器不全の超早期診断へ

#11 ワシントン大学セントルイス校の研究者がMOFコートマイクロニードルパッチを開発：冷蔵不要
で腎臓病バイオマーカーNGALを4週間高感度検出

#12 ウェアラブルバイオセンサーとAIが個別化ヘルスモニタリングを推進：リアルタイム生理データ
解析で臨床的洞察を生成

#13 自己給電型マルチモーダルウェアラブルシステムがデジタルヘルスを変革：エネルギーハーベス

ティングと3次元統合e-スキンが脈拍、音声、運動、汗中グルコースを同時モニタリング

#14 センサーパッチ市場は急速な成長を予測：柔軟な電子機器、遠隔モニタリング、AIが主要な推進
要因

#15 CaltechのWei Gao研究室が画期的ウェアラブル汗バイオセンサーを開発：非侵襲で血糖値、ビ
タミンC、薬物濃度を正確測定

#16 挿入型電気化学マイクロセンサーが植物ストレスバイオマーカーの生体内遠隔モニタリングを可
能に：植物ヘルス管理に革新



#17 マイクロニードル技術が薬物送達から統合型バイオマーカーセンシングシステムへ進化：個別化
治療とPOCT診断を促進

#18 HMEニュースが報じる：アボット社、デュアルセンシング技術でFDA承認を獲得し、DKA予防へ

新たな一歩

#19 FDAが初の連続血糖・ケトンモニタリングシステムを承認：アボット「Libre Duo 10 Day」が
糖尿病ケアに変革をもたらす

#20 FDAが糖尿病患者向け世界初「デュアル血糖・ケトン連続モニタリングウェアラブル」を承認：
DKAリスク早期発見へ

#21 アボット社、世界初となるデュアル血糖・ケトンセンサーでFDA承認を獲得し、糖尿病性ケトア
シドーシス予防を強化

#22 FDA、2歳以上の糖尿病患者向けに初の連続血糖・ケトンモニタリングウェアラブル「Libre Duo
10 Day」を承認

#23 エポクラテスが解説：世界初のウェアラブルでケトン体追跡がCGMに統合、糖尿病性ケトアシド
ーシス予防を強化

#24 TechRadarが「糖尿病治療のブレークスルー」と称賛：FDAがアボット社の世界初デュアルセン
サーCGMを承認

#25 ベルリンで開催される「Microfluidics 2026」会議で、ポイントオブケアマイクロデバイスの最
新イノベーションが発表



#01 ロシュのコンパニオン診断薬PATHWAY® HER2と
VENTANA® HER2 Dual ISH DNA Probe CocktailがFDA
承認、HER2陽性転移性胃食道腺がん患者のZIIHERA®適
格性を特定

概要

ロシュは、HER2陽性転移性胃食道腺がん（GEA）患者向けのコンパニオン診断薬であ
るPATHWAY® HER2 (4B5) と VENTANA® HER2 Dual ISH DNA Probe Cocktailについ
て、米国FDAの承認を取得しました。これらの診断薬は、胃がん、胃食道接合部が

ん、食道腺がんを含むGEA患者のHER2陽性状態を評価するために開発されました。こ
れにより、Jazz Pharmaceuticals社が開発したHER2標的治療薬ZIIHERA® (zanidatamab-

hrii) の治療対象となる患者を正確に特定することが可能になります。今回の承認は、
GEA患者の個別化医療をさらに推進し、適切な患者が適切な治療にアクセスするため
の重要な一歩となります。

公開日 2026年08月27日  BioSpace  アメリカ



詳細

主要成果

ロシュは、HER2陽性転移性胃食道腺がん（GEA）の患者を、Jazz Pharmaceuticalsの標
的治療薬ZIIHERA® (zanidatamab-hrii) の適格性を判断するための2種類のコンパニオン
診断薬について、米国食品医薬品局（FDA）の承認を獲得しました。承認された診断薬
は、PATHWAY® HER2 (4B5) 抗体とVENTANA® HER2 Dual ISH DNA Probe Cocktailで
す。これらの承認は、胃がん、胃食道接合部がん、食道腺がんを含む広範なGEA患者集
団におけるHER2陽性状態の正確な評価を可能にし、精密医療の提供を大きく前進させ
ます。

技術・臨床詳細

PATHWAY® HER2 (4B5) は免疫組織化学（IHC）法に基づき、VENTANA® HER2 Dual ISH

DNA Probe Cocktailはデュアルin situハイブリダイゼーション（Dual ISH）法を用いて、
HER2タンパク質の発現とHER2遺伝子の増幅をそれぞれ検出します。これらの診断ツー
ルは、腫瘍組織中のHER2の過剰発現または遺伝子増幅の有無を客観的に評価し、
ZIIHERA®のようなHER2標的療法が最も効果的であると予測される患者群を特定するた
めに不可欠です。胃食道腺がんは、予後不良で治療選択肢が限られている疾患であり、
HER2ステータスに基づいた治療の最適化は、患者の治療成果を改善する上で極めて重
要です。

背景・業界文脈

ZIIHERA®は、HER2を標的とするモノクローナル抗体であり、特定のHER2陽性腫瘍にお
いて有効性を示すことが期待されています。コンパニオン診断薬の承認は、特定の薬剤
が最も効果を発揮する患者群を特定し、無駄な治療や不必要な副作用を避けるための現
代医療における必須要素です。今回のロシュのコンパニオン診断薬の承認は、腫瘍学分
野における精密医療の推進という、より広範なトレンドを反映しています。バイオセン
サー技術は、このような診断薬において中心的な役割を果たしており、腫瘍のバイオマ
ーカーを正確に検出する能力は、個別化されたがん治療の基盤となっています。



今後の展望

これらの診断薬の利用可能性は、ZIIHERA®の市場導入と並行して、HER2陽性GEA患者
の治療戦略に直接的な影響を与えるでしょう。臨床医は、患者が標的療法から最大の恩
恵を受ける可能性を評価するための、信頼できるツールを手に入れることになります。
この進展は、胃食道腺がんにおける治療アルゴリズムの改訂を促し、患者の生存期間延
長と生活の質の向上に貢献することが期待されます。また、他のHER2標的薬剤の開発
においても、同様のコンパニオン診断薬の重要性が高まる可能性があります。

元記事: https://www.biospace.com/press-releases/roche-receives-fda-approval-for-companion-

diagnostic-tests-to-identify-patients-with-her2-positive-metastatic-gastroesophageal-adenocarcinoma-

eligible-for-ziihera

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biospace.com/press-releases/roche-receives-fda-approval-for-companion-diagnostic-tests-to-identify-patients-with-her2-positive-metastatic-gastroesophageal-adenocarcinoma-eligible-for-ziihera
https://www.biospace.com/press-releases/roche-receives-fda-approval-for-companion-diagnostic-tests-to-identify-patients-with-her2-positive-metastatic-gastroesophageal-adenocarcinoma-eligible-for-ziihera
https://www.biospace.com/press-releases/roche-receives-fda-approval-for-companion-diagnostic-tests-to-identify-patients-with-her2-positive-metastatic-gastroesophageal-adenocarcinoma-eligible-for-ziihera


#02 ロシュのElecsys® pTau217血液検査がFDA認可、55
歳以上のアルツハイマー病関連アミロイド病理を一次医療
で特定可能に

概要

ロシュは、Elecsys® Phospho-Tau (217P) Plasma (pTau217) 血液検査が米国FDAの認可

を取得したことを発表しました。この検査は、55歳以上の認知機能低下の兆候がある
個人のアルツハイマー病（AD）に関連するアミロイド病理を特定するための、単一の
血液ベースのオプションを一次医療および専門医療機関の臨床医に提供します。

Elecsys® pTau217は、アミロイド病理の除外と確定の両方をサポートする、最初で唯
一のFDA認可済み単一バイオマーカー血液検査であり、既存の検査の複雑さや費用に
対する実用的な解決策を提供します。この画期的な進展は、ADの早期かつ広範な診断

能力を大幅に向上させることが期待されます。

公開日 2026年08月23日  Roche (Press Release)  アメリカ



詳細

主要成果

ロシュは、55歳以上の認知機能低下の兆候、症状、または訴えがある個人において、ア
ルツハイマー病に関連するアミロイド病理を特定するための血液検査、Elecsys®
Phospho-Tau (217P) Plasma (pTau217) の米国食品医薬品局（FDA）認可を発表しまし
た。この検査は、一次医療および専門医療の両方で、検証済みの同じカットオフ値を使
用する、最初で唯一のFDA認可済み単一バイオマーカー血液検査であり、アミロイド病
理の除外と確定の両方の評価をサポートします。

技術・臨床詳細

Elecsys® pTau217検査は、血液中のリン酸化タウ217（pTau217）レベルを測定します。
pTau217は、脳内のアミロイド病理と密接に関連するバイオマーカーであり、アルツハ
イマー病の病態生理学的変化を非侵襲的に反映することが研究で示されています。従来
の診断アプローチでは、脳脊髄液検査（CSF）や陽電子放出断層撮影（PET）スキャンな
ど、より侵襲的で費用のかかる、またはアクセスが限定的な方法が必要でした。
Elecsys® pTau217の血液ベースであるという性質は、患者にとって負担が少なく、広範
な臨床現場での採用を可能にします。特に、一次医療の現場でADの初期スクリーニン
グを可能にすることで、専門医への紹介の効率化と早期介入に繋がる可能性を秘めてい
ます。

背景・業界文脈

アルツハイマー病は、世界的に高齢化社会が進行する中で、公衆衛生上の大きな課題と
なっています。早期診断は、疾患の進行を遅らせる可能性のある治療法の開発や、患者
とその家族への適切なサポートを提供するために極めて重要です。しかし、ADの確定
的診断はしばしば疾患の後期段階で行われることが多く、これは診断プロセスの複雑さ
とアクセスの問題に起因します。Elecsys® pTau217のような革新的な血液検査は、バイ
オセンサー技術の進歩の証であり、AD診断のパラダイムシフトをもたらす可能性を秘
めています。これは、より多くの患者が疾患の早い段階で診断を受け、利用可能な新し
い治療法から最大限の恩恵を受ける道を開くものです。



今後の展望

Elecsys® pTau217のFDA認可は、アルツハイマー病の診断と管理において大きなマイル
ストーンとなります。この検査が一次医療に導入されることで、認知機能低下を訴える
患者のスクリーニングがより容易になり、専門医療への紹介が最適化されることが期待
されます。これにより、早期診断率の向上、臨床試験への患者参加の促進、そして最終
的にはアルツハイマー病治療の有効性の最大化に貢献するでしょう。将来的には、この
ような血液ベースのバイオマーカーが、疾患のモニタリングや新規治療薬の効果評価に
も広く活用される可能性があります。

元記事: https://www.roche.com/investors/updates/inv-update-2026-08-24

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.roche.com/investors/updates/inv-update-2026-08-24


#03 2026年、ウェアラブルバイオセンサーが個人健康モ
ニタリングを革新：リアルタイム追跡と多様なフォームフ
ァクタで慢性疾患管理を強化

概要

ウェアラブルバイオセンサーは、2026年の個人健康モニタリングに革命をもたらし、

従来の断続的な臨床検査から継続的な生理学的記録への明確なシフトを示していま
す。これらのデバイスは、血糖値、運動回復、脱水状態、炎症性フレア、心臓の初期
うっ血といった様々な状態をリアルタイムで追跡可能です。スマートウォッチ、胸ス

トラップ、接着パッチ、スマートテキスタイルなど多様な形態で利用可能であり、汗
中乳酸センサーは0.135 mMの検出限界を達成し、連続ケトンモニターは14日間β-ヒド
ロキシ酪酸を追跡、電位差式マイクロニードルアレイは5〜200 mMの範囲でナトリウ

ムを測定する能力を有しています。この技術革新は、予防医療と個別化された健康管
理を強力に推進します。

公開日 2026年08月26日  News-Medical.net  イギリス



詳細

主要成果

2026年現在、ウェアラブルバイオセンサーは個人健康モニタリングの風景を根本的に変
革し、断続的な臨床検査から継続的かつリアルタイムな生理学的記録へとパラダイムシ
フトを遂げています。これらの先進的なデバイスは、血糖値、運動回復状況、脱水レベ
ル、炎症性フレアの兆候、さらには心臓の初期うっ血といった幅広い健康状態をシーム
レスに追跡する能力を有しています。そのフォームファクタは多様化しており、日常的
に使用されるスマートウォッチから、胸ストラップ、皮膚に直接貼り付ける接着パッ
チ、そしてスマートテキスタイルに組み込まれたセンサーまで多岐にわたります。

技術・臨床詳細

この技術革新は、いくつかの具体的な進歩によって支えられています。例えば、汗中乳
酸センサーはわずか0.135 mMという低検出限界を達成し、運動パフォーマンスや回復
状況の精密なモニタリングを可能にしています。連続ケトンモニターは、14日間という
長期間にわたりβ-ヒドロキシ酪酸（ケトン体の一種）のレベルを継続的に追跡し、糖尿
病患者のケトアシドーシス予防や、ケトジェニックダイエット実践者の健康管理に貢献
します。さらに、電位差式マイクロニードルアレイは、非侵襲的に皮膚の間質液から
5〜200 mMの範囲でナトリウム濃度を正確に測定でき、体液バランスや腎機能の指標と
して期待されています。これらのセンサーは、特定の生体分子を電気化学的、光学的に
検出することで、高精度な測定を実現しています。

背景・業界文脈

従来の健康モニタリングは、病院での定期的な採血や検査に依存しており、患者にとっ
ては負担が大きく、リアルタイムでの状態変化を捉えることは困難でした。しかし、ウ
ェアラブルバイオセンサーの登場により、個人の日常生活の中で継続的に健康データを
収集し、異常の早期発見や疾病管理を支援することが可能になりました。この分野の急
速な発展は、材料科学（特に柔軟な電子材料やナノ材料）、小型化技術、そしてデータ
解析のための人工知能（AI）の進歩によって加速されています。予防医療への関心の高
まりと、慢性疾患患者の増加は、ウェアラブルバイオセンサー市場の成長をさらに押し
上げています。



今後の展望

ウェアラブルバイオセンサーは、今後も個人の健康管理において中心的な役割を担い続
けるでしょう。将来的には、より多くのバイオマーカーの同時測定、より高い精度と長
期間の安定性、そしてより目立たない、あるいは衣服に完全に統合された形態へと進化
することが予想されます。AIとの統合がさらに進むことで、収集された大量のデータか
ら個人の健康リスクを予測し、疾患発症前に介入する「超個別化された予防医療」が実
現する可能性があります。これにより、患者のQOL向上だけでなく、医療費の削減にも
大きく貢献する潜在能力を秘めています。

元記事: https://www.azosensors.com/article.aspx?ArticleID=3354

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azosensors.com/article.aspx?ArticleID=3354


#04 アボットのLibre Duo 10 DayシステムがFDA認可：米
国初のデュアルグルコース・ケトン連続測定ウェアラブ
ル、2歳以上の糖尿病患者にDKA早期警告を提供

概要

アボットの「Libre Duo 10 Day Continuous Dual Glucose Ketone Monitoring System」

が米国FDAの認可を取得しました。これは、米国で初めてケトンレベルを継続的に追
跡し、世界で初めてグルコースとケトンの両方を単一のウェアラブルデバイスで連続
モニタリングする画期的な技術です。2歳以上の糖尿病患者を対象とし、糖尿病性ケト

アシドーシス（DKA）のリスクが高い患者に早期警告を提供することで、DKAの緊急
事態を予防し、不必要な入院を回避するのに貢献します。本システムは、10日間の装
着期間中、毎分間質液中のグルコースとケトンを測定し、スマートフォンにワイヤレ

スでデータを送信します。

公開日 2026年08月25日  Abbott & U.S. Food and Drug Administration (FDA)  アメリカ



詳細

主要成果

アボットは、画期的な「Libre Duo 10 Day Continuous Dual Glucose Ketone Monitoring

System」が米国食品医薬品局（FDA）の認可を取得したことを発表しました。このバイ
オウェアラブルデバイスは、米国において初めてケトンレベルを継続的に追跡する能力
を有し、さらに世界で初めて単一のセンサーでグルコース（血糖値）とケトンの両方を
継続的にモニタリングすることを可能にします。これにより、2歳以上の糖尿病患者、
特に糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）のリスクが高い患者に対し、ケトン値の上昇を
早期に警告し、危険な状態への進行を未然に防ぐことを目指します。

技術・臨床詳細

Libre Duo 10 Dayシステムは、皮膚に装着する小型センサーを用いて、間質液中のグル
コースとケトン値を毎分測定します。これらのデータは、互換性のあるスマートフォン
アプリケーションにワイヤレスで送信され、患者はリアルタイムで自身のグルコースと
ケトンのトレンドを視覚化できます。特に重要なのは、設定されたケトン閾値を超えた
場合に自動でアラートを発する機能です。これにより、DKAのような生命を脅かす緊急
事態が進行する前に、患者や介護者が迅速に対応できるようになります。臨床試験デー
タでは、このデバイスが臨床的に意味のあるケトン変化を正確に検出し、DKA発症前の
初期段階で警告を発することが示されています。この連続モニタリングは、従来の単一
点での血液または尿検査と比較して、より包括的かつ継続的な情報を提供し、糖尿病管
理における精度と安全性を大幅に向上させます。

背景・業界文脈

糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）は、特に1型糖尿病患者や特定の状況下の2型糖尿病
患者において、血糖コントロールが著しく悪化し、ケトン体が過剰に生成されることで
起こる重篤な合併症です。迅速な介入がなければ、DKAは昏睡や死に至る可能性があり
ます。これまでのケトンモニタリングは、主に指先穿刺による血液検査や尿検査に限定
されており、継続的な傾向把握が困難でした。Libre Duoのような連続グルコース・ケ
トンモニタリング（CGKM）システムの登場は、糖尿病管理における大きな進歩であ
り、バイオセンサー技術とウェアラブルデバイスの融合が、患者のQOL向上と重篤な合
併症の予防にどのように貢献できるかを示す典型的な例です。この技術は、患者がより
自律的に自身の健康状態を管理できるよう支援し、医療システムへの負担軽減にも寄与
します。



今後の展望

アボットは2026年後半に米国でLibre Duo 10 Dayシステムを発売する予定であり、これ
により糖尿病管理の新たな時代が始まります。このデバイスは、インスリンまたは他の
血糖降下薬を使用している1型または2型糖尿病患者にとって特に有用であり、DKAのリ
スク管理を劇的に改善するでしょう。連続的なグルコースとケトンモニタリングの組み
合わせは、患者がより積極的かつ情報に基づいた自己管理を行うことを可能にし、不必
要な入院の減少や医療費の削減にも繋がる可能性があります。また、この成功は、他の
バイオマーカーをターゲットとしたマルチセンサーウェアラブルデバイスの開発を加速
させる可能性も秘めています。

元記事: https://abbott.mediaroom.com/2026-08-25-Abbott-receives-FDA-authorization-for-worlds-first-

dual-glucose-ketone-sensing-technology-for-people-with-diabetes

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://abbott.mediaroom.com/2026-08-25-Abbott-receives-FDA-authorization-for-worlds-first-dual-glucose-ketone-sensing-technology-for-people-with-diabetes
https://abbott.mediaroom.com/2026-08-25-Abbott-receives-FDA-authorization-for-worlds-first-dual-glucose-ketone-sensing-technology-for-people-with-diabetes


#05 ウェアラブル技術が現代臨床研究のデジタルバイオマ
ーカーを推進：疾患予測と個別化医療へのAI統合

概要

ウェアラブル技術は、消費者向けフィットネスデバイスから、医療研究およびヘルス

ケア向けの洗練されたツールへと急速に進化しています。スマートウォッチ、フィッ
トネストラッカー、バイオセンサーパッチ、連続血糖モニターといったウェアラブル

システムは、心拍数、身体活動、睡眠、体温、血糖値、酸素飽和度など、広範な生理
学的および行動情報を継続的に収集しています。これにより、デジタルバイオマーカ
ーの開発に大きな機会が生まれ、AIとの統合を通じて疾患の進行を予測し、生理学的

パターンの微妙な変化を特定することが可能になります。この進展は、個別化医療と
予防医療の実現に向けた重要な一歩です。

公開日 2026年08月25日  ceapress.org (Nature関連コンテンツとして引用されている可能性あ
り)  アメリカ



詳細

主要成果

ウェアラブル技術は、単なる消費者向けフィットネスデバイスから、現代の臨床研究お
よびヘルスケアにおいて不可欠な洗練されたツールへと急速にその役割を進化させてい
ます。スマートウォッチ、フィットネストラッカー、バイオセンサーパッチ、連続血糖
モニター（CGM）などのウェアラブルシステムは、心拍数、身体活動レベル、睡眠パタ
ーン、体温、血糖値、酸素飽和度といった多岐にわたる生理学的および行動情報を、こ
れまでにない規模で継続的に収集しています。このデータの宝庫は、疾患の早期発見、
進行モニタリング、および個別化された治療戦略の開発を可能にする「デジタルバイオ
マーカー」の創出に計り知れない機会をもたらしています。

技術・臨床詳細

ウェアラブルデバイスは、微小電気機械システム（MEMS）センサー、光学センサー
（PPGなど）、電気化学センサーなど、様々な種類のバイオセンサーを搭載していま
す。これらのセンサーは、汗、皮膚表面、または間質液から非侵襲的または最小侵襲的
に生体情報を取得します。収集された膨大な高次元データは、人工知能（AI）および機
械学習アルゴリズムと統合されることで、その真の価値を発揮します。AIは、複雑な生
理学的パターンの中から疾患の兆候や異常なトレンドを特定し、従来の臨床検査では見
落とされがちな微妙な変化を検出する能力を持っています。例えば、心拍変動の長期的
なパターン分析から心血管疾患のリスクを予測したり、睡眠の質の変化から神経変性疾
患の早期マーカーを検出するといった応用が研究されています。

背景・業界文脈

過去10年間で、ウェアラブル技術は一般消費者の間で広く普及し、その技術的成熟度と
信頼性は飛躍的に向上しました。これにより、医療分野での応用への道が開かれまし
た。慢性疾患の有病率の増加、高齢化社会の進展、そして遠隔医療へのニーズの高まり
が、デジタルバイオマーカーとしてのウェアラブル技術の採用を加速させています。製
薬企業や医療機関も、臨床試験におけるエンドポイント測定、リアルワールドデータの
収集、患者エンゲージメントの向上といった目的で、ウェアラブルデバイスへの投資を
増やしています。これにより、個別化医療の実現に向けた強力な基盤が構築されつつあ
ります。



今後の展望

デジタルバイオマーカーとしてのウェアラブル技術は、今後もその進化を続けるでしょ
う。将来的には、より多くのバイオマーカーの同時測定、マルチモーダルセンサーから
のデータ統合、そしてAIモデルの継続的な改善により、疾患の超早期予測と、より的確
な予防・介入策の提案が可能になると期待されています。ウェアラブルデバイスが生体
データを継続的に供給し、AIがそれを解析することで、一人ひとりの健康状態に合わせ
た「デジタルツイン」のようなモデルが構築され、個別化された健康管理と治療が最適
化される時代が訪れるでしょう。これにより、疾病の予防から治療、長期的な健康維持
に至るまで、ヘルスケアのあらゆる側面に深い影響を与えることになります。

元記事: https://ceapress.org/index.php/cpgdpe/article/view/416

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ceapress.org/index.php/cpgdpe/article/view/416


#06 韓国i-SENS、バイオセンサー精度とCGM革新でコネ
クテッド糖尿病ケアの未来を構築、グローバル展開を加速

概要

韓国の診断医療機器企業i-SENSのCEO、Hakhyun Nam氏は、バイオセンサーの精度、
連続血糖モニタリング（CGM）の革新、デジタルヘルスケア、およびグローバルパー
トナーシップを通じて、高度な診断ソリューションを世界中でより利用しやすくする

方法について語りました。i-SENSは、従来の血糖モニタリングで強固な基盤を築きつ
つ、CGM、ポイントオブケア（POCT）診断、デジタルヘルスケア、および戦略的グロ
ーバル提携へと事業領域を拡大しています。同社は、統合された診断エコシステムの

構築を目指しており、糖尿病ケアの未来を形作る上で重要な役割を果たすと期待され
ています。

公開日 2026年08月28日  i-SENS (Interview)  韓国



詳細

主要成果

韓国の主要な診断医療機器メーカーであるi-SENSは、CEOのHakhyun Nam氏のリーダー
シップのもと、バイオセンサー技術の精度向上と連続血糖モニタリング（CGM）の革新
を通じて、コネクテッド糖尿病ケアの未来を積極的に構築しています。同社は、デジタ
ルヘルスケアソリューションと戦略的なグローバルパートナーシップを組み合わせるこ
とで、高度な診断ツールを世界中のより多くの人々に利用可能にすることを目指してい
ます。

技術・臨床詳細

i-SENSは、当初は高精度な自己血糖測定器（BGM）で市場での地位を確立しましたが、
現在は次世代の連続血糖モニタリング（CGM）技術に注力しています。CGMデバイス
は、リアルタイムで血糖トレンドを提供することで、糖尿病患者の自己管理を大幅に改
善し、低血糖や高血糖のリスクを軽減します。同社のCGM開発は、より小型化、装着の
容易さ、そして長期的な安定性を追求しており、インターフェラーションの低減や精度
向上を目指した新しいバイオセンサー材料と設計を採用しています。さらに、POCT

（ポイントオブケア）診断領域への拡大は、病院外での迅速な診断を可能にし、特にイ
ンフルエンザや感染症などの迅速なスクリーニングにおいて医療提供に貢献します。こ
れらのデバイスから得られるデータは、デジタルヘルスケアプラットフォームと連携
し、患者のライフスタイルや投薬管理に関する個別化された洞察を提供します。

背景・業界文脈

世界的に糖尿病患者が増加する中、効果的かつ継続的な血糖モニタリングは、疾患管理
の基石となっています。従来のBGMは重要なツールでしたが、連続的なデータを提供で
きないという限界がありました。CGMは、このギャップを埋め、患者と医療提供者がよ
り情報に基づいた意思決定を行えるようにすることで、糖尿病ケアを大きく変革しまし
た。i-SENSの取り組みは、このCGM市場の成長と、モバイルヘルス、AIによるデータ解
析などのデジタルヘルスケアの進化というグローバルトレンドに合致しています。グロ
ーバル戦略的パートナーシップは、技術の普及と各地域の規制要件への対応を加速させ
る上で不可欠です。



今後の展望

i-SENSは、血糖モニタリングの専門知識を活かし、POCT診断やデジタルヘルスケアを
統合したエコシステムを構築することで、糖尿病ケア以外の分野にも影響力を拡大する
可能性を秘めています。同社の目標は、診断医療のアクセスを民主化し、予防医療を強
化することです。継続的なR&D投資とグローバルパートナーシップの強化により、i-
SENSは、高精度なバイオセンサー技術とAI駆動型データ解析を組み合わせた、より洗練
されたコネクテッドヘルスソリューションを提供することで、世界の医療における主要
なプレーヤーとしての地位を確立するでしょう。これは、患者のエンパワーメントを促
進し、医療費の効率化にも貢献することが期待されます。

元記事: https://www.theworldfolio.com/interviews/from-korea-to-the-world-isens-builds-the-future-of-

connected-diabetes-care/7512/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.theworldfolio.com/interviews/from-korea-to-the-world-isens-builds-the-future-of-connected-diabetes-care/7512/
https://www.theworldfolio.com/interviews/from-korea-to-the-world-isens-builds-the-future-of-connected-diabetes-care/7512/


#07 ドイツの研究者が柔軟なウェアラブル汗センサーを開
発：腎臓、肝臓、心臓機能関連バイオマーカーを非侵襲的
にリアルタイムモニタリング

概要

ドイツの大学のエンジニアが、汗から腎臓、肝臓、心臓機能に関連するバイオマーカ

ーを測定できる柔軟な電子パッチを開発しました。このウェアラブルセンサーアレイ
は、微小流体チャネルと電気化学検出器を統合し、複数の生体化合物を同時に高精度
で分析します。パイロット研究では、運動中および安静時において、クレアチニン、

尿素、心臓トロポニンの変化を正確に追跡できることが実証されました。この技術
は、非侵襲的な健康モニタリングと早期疾病検出に大きな可能性をもたらします。

公開日 2026年08月25日  Facebook (Advanced Materials Journal, 2025を引用)  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツの大学のエンジニアたちが、汗を非侵襲的に分析することで腎臓、肝臓、心臓の
機能に関連する複数のバイオマーカーをリアルタイムで測定できる、柔軟な電子ウェア
ラブルパッチを開発しました。この革新的なセンサーアレイは、微小流体チャネルと電
気化学検出器を統合し、一度に複数の異なる生体化合物を高感度かつ高精度で同時に分
析する能力を有しています。初期のパイロット研究では、このパッチが運動負荷時およ
び安静時の両方で、クレアチニン、尿素、および心臓トロポニンといった重要なバイオ
マーカーの動的な変化を正確に追跡できることが明確に示されました。

技術・臨床詳細

開発されたパッチは、皮膚に直接貼付可能な柔軟な基板上に、複数の電気化学センサー
と、汗を効率的に収集・輸送するための微小流体チャネルを組み合わせています。汗
は、血液と多くのバイオマーカーを共有しており、非侵襲的に継続的な情報を得るため
の魅力的な供給源です。各電気化学センサーは、特定のバイオマーカー（例: クレアチ
ニン、尿素、トロポニン）に対する選択的な応答を示すように設計されており、酵素電
極やその他の化学受容体を利用して、微量な濃度変化を電気信号に変換します。このシ
ステムは、汗腺から分泌される汗の流量と組成を同時に考慮し、測定値の正確性を確保
するための補正アルゴリズムを内蔵している可能性があります。心臓トロポニンは心筋
損傷の重要なマーカーであり、クレアチニンと尿素は腎機能の指標であるため、これら
のバイオマーカーを継続的にモニタリングできることは、心疾患や腎疾患の早期発見お
よび進行管理において大きな臨床的意義を持ちます。

背景・業界文脈

現在の臓器機能モニタリングは、多くの場合、侵襲的な血液検査や病院での専門的な検
査に依存しています。これにより、継続的なモニタリングは困難であり、異常が検出さ
れる頃には疾患が進行していることが少なくありません。ウェアラブルバイオセンサー
の進歩は、この課題に対する非侵襲的で継続的な解決策を提供します。ドイツの研究チ
ームによるこの成果は、柔軟な電子機器、マイクロ流体力学、および先進的な電気化学
センサー設計の融合を示しており、予防医療、個別化医療、および遠隔患者モニタリン
グの分野に大きな影響を与える可能性があります。汗ベースのバイオセンサーは、患者
にとって快適性が高く、日常的な使用に適しているため、今後のヘルスケアの重要なト
レンドの一つと見なされています。



今後の展望

この柔軟なウェアラブル汗センサーは、慢性疾患患者の自宅での継続的な健康モニタリ
ング、アスリートのパフォーマンス最適化、および一般人の健康維持に広く応用される
可能性を秘めています。特に、腎臓病や心疾患のリスクが高い患者群において、早期の
異常検出とタイムリーな医療介入を可能にすることで、病状の悪化を防ぎ、予後を改善
することが期待されます。今後は、大規模な臨床検証を通じてその精度と信頼性をさら
に確立し、商用化に向けた生産性の向上やコスト削減が焦点となるでしょう。また、複
数の臓器機能を同時に、かつ長期にわたってモニタリングできる統合型システムの開発
は、個別化された予防医療の実現に向けた重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/61579338386321/posts/a-wearable-patch-can-now-monitor-your-

organ-function-through-simple-sweat-analys/122173384124977946/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/61579338386321/posts/a-wearable-patch-can-now-monitor-your-organ-function-through-simple-sweat-analys/122173384124977946/
https://www.facebook.com/61579338386321/posts/a-wearable-patch-can-now-monitor-your-organ-function-through-simple-sweat-analys/122173384124977946/


#08 Google ResearchがAI Co-Data-Scientist (CoDaS) パ
イプラインを発表：ウェアラブルデータから66のデジタル
バイオマーカー候補を特定

概要

Google Researchは、ウェアラブルセンサーデータからデジタルバイオマーカー候補を

優先順位付けするためのマルチエージェントパイプライン「CoDaS（AI Co-Data-

Scientist）」を発表しました。このシステムは、高次元のセンサーデータを臨床医が評
価できる統計的に信頼性の高いシグナルに変換するという、健康研究における長年の

ボトルネックを解消することを目的としています。初期評価では、精神衛生と代謝ア
ウトカムに関連する66の有望なバイオマーカー候補が特定されました。CoDaSは、パ
ーソナライズされた予防医療と疾患管理を加速する可能性を秘めています。

公開日 2026年08月23日  AlphaSignal News (Google Research関連)  アメリカ



詳細

主要成果

Google Researchは、ウェアラブルセンサーから収集された膨大なデータの中から、臨
床的に意味のあるデジタルバイオマーカー候補を効率的に特定し、優先順位付けするた
めの革新的なマルチエージェントパイプライン「CoDaS（AI Co-Data-Scientist）」を発
表しました。このAI駆動型システムは、健康研究における重要なボトルネック、すなわ
ち高次元で複雑なセンサーデータを、臨床医が解釈可能で統計的に信頼性の高いシグナ
ルへと変換するプロセスを自動化するように設計されています。初期の研究では、
CoDaSが精神衛生と代謝アウトカムの改善に関連する66の具体的なバイオマーカー候補
を特定することに成功しました。

技術・臨床詳細

CoDaSパイプラインは、複数のAIエージェントで構成されており、それぞれがデータ処
理、特徴抽出、統計分析、臨床的関連性の評価といった特定のタスクを実行します。ま
ず、ウェアラブルデバイス（スマートウォッチ、フィットネストラッカーなど）から得
られる心拍数、活動レベル、睡眠パターン、皮膚温などの連続的かつ高頻度のデータを
収集します。次に、これらの生データから、生理学的変動性や行動パターンを示す数百
の派生的な特徴量が抽出されます。CoDaSは、これらの特徴量と既存の臨床アウトカム
（例えば、気分障害の診断、HbA1cレベルなど）との間の統計的関連性を自動的に評価
し、最も堅牢で予測力の高いバイオマーカー候補を特定します。この自動化されたアプ
ローチは、従来の手作業によるデータサイエンスプロセスと比較して、はるかに迅速か
つ客観的に、潜在的なバイオマーカーを発見することを可能にします。

背景・業界文脈

ウェアラブルセンサー技術の普及により、個人の健康データを継続的に収集することが
可能になりましたが、この膨大な量のデータから有意義な臨床的洞察を引き出すこと
は、データサイエンスの専門知識と多大な時間を必要とする課題でした。CoDaSは、こ
の「データから洞察へ」のギャップを埋めるための重要なステップです。デジタルバイ
オマーカーは、疾患の早期発見、治療効果のモニタリング、個別化された介入の設計に
おいて、その重要性が増しています。Googleのようなテクノロジー企業がこの分野に参
入することは、AIとヘルスケアの融合が加速していることを示しており、医療研究の効
率を劇的に向上させ、より個別化された予防医療モデルへの移行を促進するものです。



今後の展望

CoDaSのようなAI駆動型プラットフォームは、今後の健康研究と臨床実践に大きな影響
を与えるでしょう。66のバイオマーカー候補の特定は始まりに過ぎません。将来的に
は、CoDaSはさらに多様な疾患領域や健康アウトカムに対応できるよう拡張され、ウェ
アラブルデータから数千の潜在的なバイオマーカーをスクリーニングする能力を持つ可
能性があります。これにより、疾患の超早期予測、個別のリスク層別化、そして精密な
治療計画の策定が可能になります。また、CoDaSは、新たなバイオマーカーの発見プロ
セスを民主化し、研究者がより迅速に革新的な健康ソリューションを開発できるよう支
援することで、医療イノベーションのペースを加速させることも期待されています。最
終的には、個別化されたデジタルヘルスケアの実現に不可欠なツールとなるでしょう。

元記事: https://getaibook.com/news/codas-prioritizes-66-biomarker-candidates-from-wearables/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://getaibook.com/news/codas-prioritizes-66-biomarker-candidates-from-wearables/


#09 MEDICA 2026がウェアラブル技術の未来を展望：デ
ジタルバイオマーカーとAIによる遠隔モニタリングが医療
を変革

概要

MEDICA 2026では、ウェアラブルテクノロジーカンファレンスヨーロッパが開催さ

れ、デジタルバイオマーカーからAIをサポートする遠隔モニタリングまでの最新進歩
が披露されます。このイベントは、スマートパッチや革新的なバイオセンサー技術に
焦点を当て、ウェアラブルデバイスがいかに診断、予防、治療、および個別化医療の

あり方を根本的に変革しているかを紹介します。医療従事者、研究者、投資家にとっ
て、この展示会はヘルスケアの未来を垣間見る貴重な機会となります。継続的なモニ
タリングとデータ駆動型医療へのシフトが強調されています。

公開日 2026年08月25日  MEDICA (Press Release/Article)  ドイツ



詳細

主要成果

MEDICA 2026は、来たるべき「ウェアラブルテクノロジーカンファレンスヨーロッパ」
の開催を通じて、ヘルスケア分野におけるウェアラブル技術の未来を包括的に提示しま
す。この主要な国際イベントでは、デジタルバイオマーカーの進化から、人工知能
（AI）に支えられた高度な遠隔患者モニタリングシステムに至るまで、最新の画期的な
進歩が特集されます。特に、スマートパッチや新しいバイオセンサー技術に焦点を当
て、これらのウェアラブルデバイスが診断プロセス、疾病予防戦略、治療介入、および
個別化医療の提供方法を根本的に変革している現状が紹介されます。

技術・臨床詳細

カンファレンスでは、様々な種類のウェアラブルデバイスとその応用が議論されます。
これには、継続的なグルコースモニタリング、心拍数、血中酸素飽和度、睡眠パター
ン、身体活動を測定するスマートウォッチやフィットネストラッカーが含まれます。さ
らに、皮膚に貼付するスマートパッチは、汗中の電解質、乳酸、代謝産物、さらには特
定の薬剤濃度などのバイオマーカーを非侵襲的に分析する能力が向上しています。これ
らのセンサーからのデータは、AIアルゴリズムによってリアルタイムで処理・分析さ
れ、異常パターン、疾患リスク、治療への反応などを予測します。例えば、AIは心電図
（ECG）データから不整脈の早期兆候を検出し、センサーパッチから得られる炎症マー
カーのトレンドから慢性疾患の増悪を予測するといったことが可能になります。

背景・業界文脈

ヘルスケアシステムは、慢性疾患の増加、高齢化社会、そして医療費の高騰という課題
に直面しており、より効率的で予防的なアプローチが求められています。ウェアラブル
技術は、患者が自身の健康をより積極的に管理し、医療提供者が遠隔で患者の状態を監
視できる強力な手段を提供することで、これらの課題に対する有望な解決策として浮上
してきました。過去数年間で、センサーの精度向上、バッテリー寿命の延長、データセ
キュリティの強化、そしてユーザーインターフェースの使いやすさが飛躍的に進歩しま
した。MEDICAのようなイベントは、研究者、開発者、臨床医、そして業界関係者が集
まり、これらのイノベーションを共有し、協力関係を築くための重要なプラットフォー
ムを提供します。



今後の展望

MEDICA 2026での議論は、ウェアラブル技術がヘルスケアの未来において不可欠な要素
となることを再確認するものです。デジタルバイオマーカーとAIを組み合わせること
で、疾患の超早期検出、個別化された治療計画の最適化、そして予防介入の精度向上と
いった新たな可能性が開かれます。将来的には、これらの技術は、病院から家庭へと医
療の場をシフトさせ、予防、診断、治療、およびリハビリテーションの全ての段階で患
者に継続的なサポートを提供することになるでしょう。これにより、患者の生活の質の
向上と医療システムの持続可能性に大きく貢献することが期待されます。規制当局もこ
れらの技術の迅速な承認を検討しており、市場投入が加速する可能性があります。

元記事: https://www.mlo-online.com/management/news/55400598/revolutionizing-healthcare-the-

future-of-wearable-technologies-at-medica-2026

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mlo-online.com/management/news/55400598/revolutionizing-healthcare-the-future-of-wearable-technologies-at-medica-2026
https://www.mlo-online.com/management/news/55400598/revolutionizing-healthcare-the-future-of-wearable-technologies-at-medica-2026


#10 ICUでのウェアラブル汗センサーがリアルタイム・非
侵襲モニタリングを革新：AIで敗血症や臓器不全の超早期
診断へ

概要

集中治療室（ICU）において、ウェアラブル汗センサーが、非侵襲的で継続的なリアル
タイムモニタリングへの画期的なパラダイムシフトをもたらしています。汗は、

Na+、Cl-、K+といった電解質やグルコース、乳酸などの代謝産物を含む、全身の健康
状態を反映する生化学的データの豊富な情報源となります。AIアルゴリズムと機械学

習モデルを統合することで、このデータから「生化学的指紋」を抽出し、敗血症や臓
器不全などの重篤な状態の超早期診断を可能にすることが期待されています。これに
より、患者の転帰を大幅に改善する可能性があります。

公開日 2026年08月25日  EurekAlert! (Journal of Intensive Medicine, May 2026を引用)  アメリ
カ



詳細

主要成果

集中治療室（ICU）における患者モニタリングは、ウェアラブル汗センサーの登場によ
り、非侵襲的で継続的なリアルタイムモニタリングへと革命的な転換期を迎えていま
す。この画期的な技術は、汗が全身の健康状態を反映する生化学的データの豊富な貯蔵
庫として機能するという認識に基づいています。特に重要なのは、人工知能（AI）アル
ゴリズムと機械学習モデルをこれらのセンサーに統合することで、汗のデータから個別
の「生化学的指紋」を抽出し、敗血症や臓器不全といった重篤な状態の超早期診断を可
能にするという潜在能力です。これにより、タイムリーな介入が可能となり、患者の転
帰を劇的に改善する道が開かれます。

技術・臨床詳細

ウェアラブル汗センサーは、皮膚に直接装着されるパッチ型のデバイスで、微小流体チ
ャネルと電気化学的または光学的なバイオセンサーアレイを組み合わせています。汗に
は、ナトリウム（Na+）、塩化物（Cl-）、カリウム（K+）などの電解質、グルコー
ス、乳酸などの重要な代謝産物が含まれており、これらの濃度変化は体内の生理学的ス
トレスや病態を反映します。例えば、乳酸の上昇は組織低酸素状態や敗血症の兆候であ
る可能性があり、電解質バランスの変化は腎機能不全や脱水を示すことがあります。セ
ンサーから収集された連続データは、高度なAIモデルによって分析され、健康な状態か
らの微細な逸脱や、特定の疾患に特徴的な「生化学的指紋」パターンを識別します。こ
のモデルは、大量の過去の患者データと機械学習を組み合わせることで、高感度かつ特
異的に病態を予測できるよう訓練されます。

背景・業界文脈

ICU環境では、患者の容態が急速に変化するため、継続的かつ正確なモニタリングが不
可欠です。しかし、従来のモニタリング手法（頻繁な採血、侵襲的なカテーテルなど）
は、患者に不快感を与え、感染リスクを伴い、リアルタイム性に限界がありました。ウ
ェアラブル汗センサーは、これらの課題に対する理想的な解決策を提供します。この技
術の発展は、材料科学、マイクロエレクトロニクス、バイオセンサー設計、およびAI分
野における最近の進歩が結集したものです。予防医療と早期介入の重要性が高まる中、
ICUでのウェアラブル技術の採用は、医療提供の質を向上させ、患者の安全性と快適性
を高める上で極めて重要な意味を持ちます。



今後の展望

ICUにおけるウェアラブル汗センサーの導入は、患者管理のパラダイムを大きく変える
可能性があります。超早期診断機能により、医師は敗血症や臓器不全の兆候をはるかに
早い段階で捉え、生命を救うための介入をより迅速に行えるようになります。これによ
り、ICUの滞在期間の短縮、治療コストの削減、そして患者の予後改善に貢献すること
が期待されます。今後は、多施設での大規模な臨床試験を通じてその有効性と信頼性を
さらに検証し、標準的なICUモニタリングプロトコルへの統合を目指すことになりま
す。また、将来的にこれらのセンサーは、ICU以外の急性期医療や慢性疾患の遠隔モニ
タリングにも応用が拡大される可能性を秘めています。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1141352

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1141352


#11 ワシントン大学セントルイス校の研究者がMOFコー
トマイクロニードルパッチを開発：冷蔵不要で腎臓病バイ
オマーカーNGALを4週間高感度検出

概要

ワシントン大学セントルイス校のSrikanth Singamaneni研究室が、冷蔵を必要とせずに
腎臓病の初期兆候を検出できる革新的なマイクロニードルパッチの開発に成功しまし

た。このパッチは、金属有機骨格（MOF）でコーティングされたマイクロニードルを
利用し、皮膚の間質液から腎臓損傷のバイオマーカーであるNGAL抗体を迅速かつ安全

に捕捉し、高感度に定量化します。さらに、MOFの特性により、NGAL抗体を最長4週
間安定して保存できるため、在宅やポイントオブケア（POCT）での長期モニタリング
を大幅に容易にする可能性を秘めています。

公開日 2026年08月27日  Washington University in St. Louis (EurekAlert! および Targeted News

Service 引用)  アメリカ



詳細

主要成果

ワシントン大学セントルイス校のSrikanth Singamaneni研究室の研究者らは、腎臓病の
早期兆候を検出するための画期的なマイクロニードルパッチの開発に成功しました。こ
のパッチは、皮膚に適用することで、間質液中から腎臓損傷の重要なバイオマーカーで
あるNGAL（好中球ゼラチナーゼ関連リポカリン）抗体を迅速かつ安全に捕捉し、高感
度で定量化します。特筆すべきは、金属有機骨格（MOF）でコーティングされたマイク
ロニードルを使用することで、検出したNGAL抗体を最長4週間、冷蔵することなく安定
して保存できる点です。これにより、自宅やポイントオブケア（POCT）での長期的な
腎臓機能モニタリングが可能になり、早期介入の機会が大幅に拡大します。

技術・臨床詳細

開発されたマイクロニードルパッチは、数マイクロメートルサイズの微細な針を多数備
えており、皮膚の最外層を通過して痛みを伴わずに間質液にアクセスします。これらの
マイクロニードルは、高度な機能性材料である金属有機骨格（MOF）で表面が修飾され
ています。MOFはその高い多孔性と調整可能な構造により、NGAL抗体のような特定の
バイオマーカーを効率的に吸着・濃縮する能力を持っています。さらに、MOFの保護的
な環境は、捕捉された抗体を生化学的な劣化から保護し、室温下で長期間（最長4週
間）にわたってその構造的完全性を維持することを可能にします。これにより、測定後
すぐに分析できない場合でも、後で集中検査施設で分析することが可能になります。こ
のシステムの高感度な検出能力は、腎臓病の非常に初期段階でのNGALレベルの微細な
上昇も捉えることができるため、従来の腎機能検査よりも早期に疾患を特定し、進行を
遅らせるための介入を開始する機会を提供します。



背景・業界文脈

腎臓病は、初期段階では自覚症状がほとんどなく、しばしば病気が進行してから診断さ
れることが多いため、早期発見が極めて重要です。現在の腎臓病の診断は、主に血液や
尿検査（クレアチニン、eGFRなど）に依存していますが、これらは腎機能がかなり低
下してから異常が顕著になる傾向があります。マイクロニードル技術は、侵襲性が低
く、患者の負担が少ないという点で、診断・モニタリング分野で大きな期待を集めてい
ます。MOFとマイクロニードルの組み合わせは、バイオセンサーの安定性と検出限界を
飛躍的に向上させる画期的な進展です。この研究は、個別化医療と遠隔患者モニタリン
グのトレンドに合致しており、特に慢性疾患管理における革新的なソリューションを提
供するものです。

今後の展望

このMOFコートマイクロニードルパッチの成功は、腎臓病の診断・モニタリングにおけ
るパラダイムシフトを予感させます。自宅で手軽に、かつ定期的に腎臓の健康状態をチ
ェックできるようになることで、患者はより積極的に疾患管理に参加し、医療従事者は
よりタイムリーな介入を行うことが可能になります。将来的には、この技術を他の疾患
のバイオマーカー検出に応用したり、複数のバイオマーカーを同時に測定できるマルチ
プレックスセンサーへと発展させたりする研究が進むでしょう。冷蔵不要という特性
は、特に医療資源が限られた地域での普及を促進し、グローバルヘルスにも貢献する可
能性があります。この革新的な非侵襲性デバイスは、慢性疾患の早期発見と管理におけ
る大きなブレークスルーとなることが期待されます。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1141732

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1141732


#12 ウェアラブルバイオセンサーとAIが個別化ヘルスモニ
タリングを推進：リアルタイム生理データ解析で臨床的洞
察を生成

概要

ウェアラブルバイオセンサーと人工知能（AI）は、継続的でリアルタイムな個別化さ
れた健康モニタリングを可能にすることで、現代のヘルスケアを変革しています。ウ

ェアラブルバイオセンサーは、心拍数、体温、血中酸素飽和度、血糖値、身体活動な
ど、多様な生理学的および生化学的パラメーターを継続的に測定することができま

す。AI技術は、これらの大規模で複雑なデータセットを処理し、パターンを特定する
ことで、有意義な臨床的洞察を生成し、疾患の早期検出や個別化された介入を可能に
します。この融合は、予防医療と患者エンパワーメントの新たな時代を切り開きま

す。

公開日 2026年08月24日  International Journal of New Findings in Health and Educational

Sciences (IJHES)  国際



詳細

主要成果

ウェアラブルバイオセンサーと人工知能（AI）の統合は、ヘルスケアの領域に革命をも
たらし、個人が継続的かつリアルタイムで自身の健康状態をモニタリングすることを可
能にしています。ウェアラブルバイオセンサーは、心拍数、体温、血中酸素飽和度
（SpO2）、血糖値、身体活動レベルといった重要な生理学的および生化学的パラメー
ターを非侵襲的に、または最小侵襲的に途切れることなく測定できます。さらに、AI技
術は、これらのデバイスから生成される膨大で複雑なデータセットを効率的に処理・分
析し、潜在的な健康リスク、疾患の早期兆候、および個別の治療反応に関する有意義な
臨床的洞察を自動的に生成します。この相乗効果は、予防医療と個別化医療の実現を加
速させます。

技術・臨床詳細

ウェアラブルバイオセンサーは、電気化学センサー（血糖値、乳酸、電解質など）、光
学センサー（心拍数、SpO2）、加速度計（活動量、睡眠）、温度センサーなど、多種
多様なセンサー技術を組み合わせています。これらのセンサーは、汗、皮膚表面、また
は間質液からデータを収集します。収集されたデータは、BluetoothやWi-Fiなどのワイ
ヤレス通信技術を通じてスマートフォンやクラウドプラットフォームに送られ、そこで
AIアルゴリズムによる解析が実行されます。AIは、機械学習（ML）モデル（例：ディー
プラーニング、サポートベクターマシン）を利用して、個人のベースラインからの逸
脱、特定の疾患パターンとの比較、および将来の健康イベントの予測を行います。例え
ば、AIは心拍変動や睡眠パターンの微妙な変化から心血管疾患のリスクを早期に特定し
たり、活動量の低下と気分データの組み合わせから精神衛生上の問題を検出したりする
ことができます。これにより、臨床医はより客観的でパーソナライズされた情報に基づ
いた意思決定を下すことが可能になります。



背景・業界文脈

現代社会では、慢性疾患の増加、高齢化、そして医療費の高騰が深刻な課題となってい
ます。従来のヘルスケアモデルは、疾患が発症してから介入する「対処療法」に重きを
置いていましたが、予防と早期介入の重要性が認識されるようになりました。ウェアラ
ブルバイオセンサーは、患者が自身の健康データを日常的に追跡し、健康行動を改善す
るためのフィードバックを得ることを可能にします。AIとの組み合わせは、このデータ
に知能を与え、単なる数値の羅列ではなく、 actionableな洞察へと変換します。これ
は、遠隔患者モニタリング、テレヘルス、および精密医療の発展を加速させる主要な原
動力となっています。テクノロジー企業と医療機関の連携が深まり、データプライバシ
ーとセキュリティに関する規制の枠組みも進化しています。

今後の展望

ウェアラブルバイオセンサーとAIの融合は、ヘルスケアの未来を形作る上で不可欠な要
素となるでしょう。将来的には、より高精度で多機能なセンサーが開発され、診断でき
るバイオマーカーの種類がさらに拡大することが予想されます。AIモデルは、個人の遺
伝子情報、環境要因、ライフスタイルデータと統合され、より包括的かつ個別化された
健康リスク予測と予防戦略を提供できるようになるでしょう。これにより、疾患の発症
を未然に防ぎ、患者が健康で活動的な生活を送る期間を延長することが期待されます。
また、この技術は、臨床試験におけるデータ収集の効率化や、治療効果の客観的な評価
にも貢献し、医療研究の新たなフロンティアを開く可能性を秘めています。

元記事: https://ijhespub.org/index.php/pub/article/view/214

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ijhespub.org/index.php/pub/article/view/214


#13 自己給電型マルチモーダルウェアラブルシステムがデ
ジタルヘルスを変革：エネルギーハーベスティングと3次
元統合e-スキンが脈拍、音声、運動、汗中グルコースを同
時モニタリング

概要

自己給電型マルチモーダルウェアラブルシステムがデジタルヘルス分野で進化を遂げ
ており、エネルギーハーベスティング、高度に統合されたデバイス、そして基盤モデ
ル駆動型認知を可能にしています。最近の研究では、電極を皮膚に垂直に統合し、接

触圧力と汗中グルコース濃度を同時に捕捉できる3次元統合物理化学センシング電子皮
膚が報告されています。このシステムは、脈拍、音声、運動状態の複合モニタリング

を可能にし、より包括的かつ継続的な健康情報を提供することで、個人の健康管理に
革命をもたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年08月23日  The Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

自己給電型マルチモーダルウェアラブルシステムは、デジタルヘルス分野において急速
な進化を遂げており、エネルギーハーベスティング技術、高度に統合されたデバイス設
計、そして基盤モデル（Foundation Model）駆動型認知の概念を融合させています。最
新の研究では、特に皮膚に垂直に統合された電極を備え、接触圧力と汗中グルコース濃
度を同時に高精度で捕捉できる、革新的な3次元統合物理化学センシング電子皮膚（e-

skin）が報告されました。この最先端のシステムは、脈拍、音声、運動状態といった複
数の生理学的パラメーターの複合モニタリングをリアルタイムで実現し、個人の健康状
態をより包括的に把握することを可能にします。

技術・臨床詳細

この3次元統合電子皮膚は、複数の種類のセンサーを緻密に配置し、柔軟な基板上に集
積しています。エネルギーハーベスティング機能は、身体の動き（摩擦電気など）や体
温（熱電変換）を利用してデバイスに電力を供給し、外部バッテリーの必要性を最小限
に抑え、長時間の連続使用を可能にします。垂直統合された電極は、皮膚表面との接触
面積を最大化し、接触圧力センサーとして機能すると同時に、汗腺から分泌される汗中
のグルコースを電気化学的に検出するバイオセンサーとしても機能します。このマルチ
モーダルなアプローチにより、ユーザーの身体活動（運動）に伴う脈拍や発声（音声）
の変化、さらには汗中のバイオマーカー（グルコース）の変化を同時に、かつ同期して
収集することができます。これにより、ストレスレベル、代謝状態、心血管機能など、
複雑な健康状態の相互関係をより深く理解するための、リッチなデータセットが提供さ
れます。



背景・業界文脈

従来のウェアラブルデバイスは、多くの場合、単一または少数のパラメーターしか測定
できず、バッテリー寿命が課題となることがありました。デジタルヘルスケアの発展に
伴い、より包括的で持続可能なモニタリングソリューションが求められています。自己
給電型技術は、デバイスの自律性を高め、ユーザーの利便性を向上させる上で不可欠で
す。また、基盤モデル駆動型認知は、収集された膨大なマルチモーダルデータから、よ
り洗練された、個別化された健康インサイトを抽出するためのAIの最新トレンドです。
この研究は、材料科学、電子工学、バイオセンサー技術、そしてAIの最先端が融合した
成果であり、慢性疾患管理、予防医療、およびアスリートのパフォーマンスモニタリン
グに大きな影響を与える可能性があります。

今後の展望

この自己給電型マルチモーダルウェアラブルシステムは、将来的に個人健康管理のあり
方を根本から変革する潜在能力を秘めています。複数のバイオマーカーと物理的パラメ
ーターを同時に、かつエネルギー効率良くモニタリングできるため、疾患の超早期発
見、ストレスレベルの精密な評価、および個別のライフスタイル介入の最適化が可能に
なります。今後は、大規模な臨床試験を通じてその実用性と信頼性を検証し、様々な疾
患グループにおける有効性を評価することが重要となるでしょう。また、より小型で目
立たないフォームファクタへの進化や、データのプライバシーとセキュリティを確保し
ながら、医療システムとのシームレスな統合が次の主要な課題となります。この技術
は、個別化された予防医療を次のレベルへと引き上げる基盤となることが期待されま
す。

元記事: https://pubs.rsc.org/tc/article/doi/10.1039/d6tc02131j/1293839/Self-powered-multimodal-

wearable-systems-for

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/tc/article/doi/10.1039/d6tc02131j/1293839/Self-powered-multimodal-wearable-systems-for
https://pubs.rsc.org/tc/article/doi/10.1039/d6tc02131j/1293839/Self-powered-multimodal-wearable-systems-for


#14 センサーパッチ市場は急速な成長を予測：柔軟な電子
機器、遠隔モニタリング、AIが主要な推進要因

概要

本記事は、Digital JournalがPR Newswire経由で配信したセンサーパッチ市場に関する
調査レポートの概要紹介です。このレポートによると、センサーパッチ市場は、柔軟
な電子機器やバイオセンサーの進歩、遠隔健康モニタリング需要の増加、テレヘルス

とデジタルセラピューティクスの拡大、および高齢化や慢性疾患人口の増加によって
急速に拡大しています。主要トレンドには、連続モニタリングデバイスの幅広い採
用、非侵襲性ウェアラブル技術への嗜好、およびモバイルヘルス・遠隔医療プラット

フォームとのシームレスな統合が含まれます。レポートは、今後の市場動向と成長機
会を詳細に分析しています。

公開日 2026年08月26日  Digital Journal (PR Newswire経由のプレスリリース)  アメリカ



詳細

主要成果

本記事はDigital JournalがPR Newswire経由で配信した、センサーパッチ市場に関する調
査レポートの概要紹介です。このレポートによると、センサーパッチ市場は、柔軟な電
子機器とバイオセンサーの技術進歩、遠隔健康モニタリングへの需要増加、テレヘルス
およびデジタルセラピューティクスの急速な拡大、さらに高齢化と慢性疾患人口の増加
という複数の要因によって、現在もそして将来にわたって急速に成長を続けると予測さ
れています。この成長を牽引する主要なトレンドとしては、継続的なモニタリングデバ
イスの広範な採用、非侵襲性ウェアラブル技術への市場の強い嗜好、およびモバイルヘ
ルスおよび遠隔医療プラットフォームとのシームレスな統合が挙げられています。

レポート概要

調査対象市場: センサーパッチ市場

主要な推進要因: 柔軟な電子機器とバイオセンサーの進歩、遠隔健康モニタリングの
需要増加、テレヘルスとデジタルセラピューティクスの拡大、高齢化および慢性疾患
人口の増加、ヘルスケアにおけるAI駆動型予測分析の利用。

主要なトレンド: 継続的なモニタリングデバイスの幅広い採用、非侵襲性ウェアラブ
ル技術への嗜好の高まり、モバイルヘルスと遠隔医療プラットフォームとのシームレ
スな統合。

予測: 市場は今後も急速な拡大が見込まれる。

主要な調査結果

詳細な市場規模や成長率の具体的な数値は公開されていませんが、レポートはセンサー
パッチが慢性疾患管理、予防医療、アスリートのパフォーマンスモニタリングなど、多
岐にわたるヘルスケア分野で不可欠なツールになりつつあることを強調しています。特
に、糖尿病管理のための連続血糖モニタリング、心臓病患者の心拍数・ECGモニタリン
グ、呼吸器疾患の酸素飽和度モニタリングなど、様々な医療ニーズに対応する製品が市
場投入されており、その利用範囲は今後も拡大していく見込みです。



発行会社について

このレポートは、市場調査およびコンサルティングを専門とする会社によって発行され
ています。同社は、特定の技術分野や業界市場に関する詳細な分析と予測を提供し、企
業が戦略的な意思決定を行うための情報源となっています。

元記事: https://www.einnews.com/pr_news/937124868/sensor-patch-market-report-examines-industry-

trends-growth-drivers-and-future-outlook

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#15 CaltechのWei Gao研究室が画期的ウェアラブル汗バ
イオセンサーを開発：非侵襲で血糖値、ビタミンC、薬物
濃度を正確測定

概要

カリフォルニア工科大学Wei Gao研究室の研究成果を引用した記事によると、画期的

なウェアラブル汗バイオセンサーが開発されました。このデバイスは、非侵襲的に汗
を分析することで、血糖値、ビタミンC含有量、さらには体内の薬物濃度までも正確に
測定できると注目されています。グラフェンやカーボンナノチューブなどのナノテク

ノロジーと柔軟な電子機器を組み合わせることで、高い感度と皮膚への優れた適合性
を実現しています。この技術は、日常的な健康モニタリングと個別化医療に大きな進
歩をもたらします。

公開日 2026年08月27日  Facebook (Caltech Wei Gao Lab関連)  アメリカ



詳細

主要成果

カリフォルニア工科大学（Caltech）のWei Gao研究室の研究成果を引用した報告による
と、画期的なウェアラブル汗バイオセンサーが開発されました。この革新的なデバイス
は、非侵襲的に汗を分析するだけで、血糖値、ビタミンC含有量、さらには体内の特定
の薬物濃度まで、様々な重要な生体分子を驚くほど正確に測定する能力を有していま
す。グラフェンやカーボンナノチューブといった最先端のナノテクノロジーと柔軟な電
子機器を組み合わせることで、極めて高い感度と優れた皮膚への適合性を実現し、ユー
ザーが快適に日常生活で利用できる点が評価されています。

技術・臨床詳細

このウェアラブル汗バイオセンサーの核心は、ナノ材料（特にグラフェンやカーボンナ
ノチューブ）の優れた電気的特性と生体適合性を活用した電気化学センサーアレイにあ
ります。これらのナノ材料は、センサー表面積を増大させ、対象となるバイオマーカー
（グルコース、アスコルビン酸、薬物分子など）に対する高い選択性と感度を提供しま
す。センサーパッチは、皮膚に直接貼付され、汗腺から分泌される汗を微小流体チャネ
ルを通じてセンサーへと誘導します。汗は、血液と多くの成分を共有しているため、非
侵襲的な情報源として理想的です。特に薬物濃度のモニタリングは、個別化された薬物
投与量の調整を可能にし、治療効果の最適化と副作用の最小化に貢献します。柔軟な電
子機器設計により、デバイスは皮膚の動きに追従し、長期間にわたって安定した測定を
維持することができます。

背景・業界文脈

従来の血糖値測定や薬物濃度モニタリングは、指先穿刺や採血といった侵襲的な方法に
依存しており、患者にとっては負担が大きく、頻繁な測定が困難でした。非侵襲的なモ
ニタリング技術は、患者のコンプライアンスを向上させ、継続的なデータ収集を可能に
することで、糖尿病管理や治療薬の個別化において長年の課題を解決する可能性を秘め
ています。CaltechのWei Gao研究室によるこの研究は、ナノテクノロジー、材料科学、
電子工学、およびバイオセンサー技術の最先端を融合させたものであり、予防医療、慢
性疾患管理、および個別化医療の分野に大きな影響を与えるものです。汗ベースのバイ
オセンサーは、唾液や涙液など他の非侵襲性体液よりも安定したデータを提供できると
いう利点も持ち合わせています。



今後の展望

この画期的なウェアラブル汗バイオセンサーは、将来的に個人健康モニタリングのあり
方を根本的に変革する可能性を秘めています。糖尿病患者の自己管理を向上させるだけ
でなく、アスリートの栄養状態やパフォーマンスモニタリング、さらには抗生物質や抗
がん剤など、治療域が狭い薬剤のリアルタイム薬物動態モニタリングにも応用が拡大す
るでしょう。今後は、大規模な臨床試験を通じてその精度、信頼性、および長期安定性
をさらに検証し、医療機器としての承認と商用化を目指すことが重要となります。この
技術は、患者の生活の質を向上させ、医療費を削減し、真に個別化された、データ駆動
型ヘルスケアの実現に不可欠な要素となることが期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/David.G.Armstrong/posts/new-wearable-sensor-detects-even-more-

compounds-in-human-sweat-caltech-weigaolab/1705797064886961/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#16 挿入型電気化学マイクロセンサーが植物ストレスバイ
オマーカーの生体内遠隔モニタリングを可能に：植物ヘル
ス管理に革新

概要

本研究は、植物ストレスバイオマーカーの生体内（in vivo）およびその場（in situ）で

の遠隔モニタリングを可能にする挿入型電気化学マイクロセンサーの開発に焦点を当
てています。過去の文献では、マイクロニードル電界効果トランジスタバイオセンサ
ーを用いた植物の干ばつストレス応答の生体内リアルタイムモニタリングが報告され

ており、ウェアラブルおよび埋め込み型バイオセンサーへの動力供給のための酵素燃
料電池の進歩も示唆されています。この技術は、植物の健康状態を継続的に監視し、
農業生産性と生態系管理に革命をもたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年08月20日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

本研究は、植物のストレスバイオマーカーを、生きた植物の内部（in vivo）で、かつそ
の場で（in situ）、遠隔から継続的にモニタリングすることを可能にする挿入型電気化
学マイクロセンサーの開発に重点を置いています。過去の関連研究では、マイクロニー
ドル電界効果トランジスタ（FET）バイオセンサーが、植物の干ばつストレス応答をリ
アルタイムで生体内で追跡できることが実証されています。さらに、ウェアラブルおよ
び埋め込み型バイオセンサーへの電力供給を可能にする酵素燃料電池の進歩も、この分
野の自律的な長期モニタリングの可能性を大きく広げています。

技術・臨床詳細

挿入型電気化学マイクロセンサーは、植物組織に最小限の損傷で挿入できるように設計
された微細な電極構造を持っています。これらのセンサーは、植物の細胞間液や維管束
系に存在する、ストレスに関連する特定のバイオマーカー（例: ホルモン、代謝産物、
電解質など）を電気化学的に検出します。例えば、干ばつストレス下では、植物ホルモ
ンであるアブシシン酸（ABA）の濃度が上昇することが知られており、このセンサーは
このような変化をリアルタイムで検出できます。マイクロニードルFETバイオセンサー
は、高い感度と選択性を持ち、微細な電気信号の変化としてバイオマーカーの濃度変化
を捉えます。また、酵素燃料電池は、植物自身のグルコースなどの生体分子を燃料とし
て利用し、センサーに必要な微量の電力を自律的に生成することができ、外部電源への
依存を低減し、長期間のフィールドモニタリングを可能にします。

背景・業界文脈

農業および生態学分野では、植物の健康状態を早期に、かつ非破壊的に評価する技術が
長年求められてきました。気候変動による干ばつや病害虫の増加は、作物生産に深刻な
影響を与えており、精密農業やスマート農業の必要性が高まっています。従来の植物ス
トレス評価方法は、多くの場合、破壊的で時間がかかり、リアルタイム性に欠けていま
した。挿入型バイオセンサーの技術は、植物生理学の理解を深めるだけでなく、農業従
事者が水やりや肥料、病害虫対策などの管理戦略を最適化するための客観的なデータを
提供します。これにより、資源の効率的な利用と収穫量の安定化に貢献し、持続可能な
農業の実現に向けた重要なステップとなります。



今後の展望

この挿入型電気化学マイクロセンサー技術は、植物ヘルスモニタリングに革命をもたら
す潜在能力を秘めています。将来的には、広大な農地や森林の植物を、ドローンやIoT

ネットワークと連携したセンサーシステムで継続的に監視し、異常を早期に検知して対
応することが可能になるでしょう。これにより、作物収量の損失を最小限に抑え、水資
源などの投入量を最適化し、より環境に配慮した農業実践を推進できます。また、基礎
研究分野においても、植物のストレス応答メカニズムをこれまでにない詳細さで解明す
るための強力なツールとなることが期待されます。さらなる研究では、複数のストレス
バイオマーカーを同時に検出できるマルチプレックスセンサーの開発や、より長期間、
安定して機能する自律型センサーシステムの構築が焦点となるでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/amachv/article/doi/10.1021/acsmeasuresciau.6c00094/5277862/Insertable-

Electrochemical-Microsensors-for-In

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#17 マイクロニードル技術が薬物送達から統合型バイオマ
ーカーセンシングシステムへ進化：個別化治療とPOCT診
断を促進

概要

マイクロニードル（MN）技術は、従来の経皮薬物送達プラットフォームから、薬物投

与、バイオマーカーセンシング、およびリアルタイムヘルスモニタリングが可能な統
合システムへと進化すると予想されています。このレビュー記事によると、マイクロ
ニードルとウェアラブルバイオセンサーおよびデジタルヘルスケア技術との融合によ

り、皮膚の間質液バイオマーカーの継続的な分析が可能になり、早期疾患検出、個別
化治療、およびポイントオブケア（POCT）診断が促進されると期待されています。こ
れは、患者の負担を軽減し、医療効率を向上させる画期的な進展です。

公開日 2026年08月24日  International Journal of Pharmaceutical Sciences  国際



詳細

主要成果

マイクロニードル（MN）技術は、その進化の最前線にあり、従来の受動的な経皮薬物
送達プラットフォームの役割を超え、薬物投与機能、バイオマーカーセンシング能力、
およびリアルタイムヘルスモニタリングを統合した多機能システムへと変貌を遂げると
予測されています。この包括的なレビュー記事は、マイクロニードルとウェアラブルバ
イオセンサー、さらにはデジタルヘルスケア技術との戦略的な融合が、皮膚の間質液に
存在するバイオマーカーの継続的な分析を可能にすると強調しています。これにより、
疾病の超早期検出、個々の患者に合わせた個別化された治療戦略の策定、そして医療現
場以外での迅速な診断（POCT診断）が大幅に促進されることが期待されています。

技術・臨床詳細

マイクロニードルは、通常、長さ数百マイクロメートル以下の微細な針の配列であり、
皮膚の角質層を痛みを伴わずに穿刺し、その下にある間質液に直接アクセスすることを
可能にします。この間質液は、血液と密接に相関する様々なバイオマーカー（グルコー
ス、乳酸、電解質、特定のタンパク質、薬物など）を含んでいます。MNパッチは、薬
物送達とバイオセンサーの両方の機能を果たすように設計できます。バイオセンサーと
しての機能では、MNの先端に酵素や抗体などの認識要素を組み込み、対象バイオマー
カーと反応して電気的または光学的な信号を生成します。ウェアラブルバイオセンサー
との融合により、これらの信号はリアルタイムで収集され、無線でスマートフォンやク
ラウドシステムに送信されます。これにより、患者は継続的に自身の健康状態を把握で
き、医師は客観的なデータに基づいて治療計画を調整できます。例えば、糖尿病患者の
継続血糖モニタリングや、特定の薬剤の血中濃度モニタリングに応用が可能です。



背景・業界文脈

従来の薬物送達方法（注射、経口薬）や診断方法（採血、臨床検査）は、患者にとって
侵襲性が高く、不快感やコンプライアンスの問題を伴うことが少なくありませんでし
た。マイクロニードル技術は、これらの課題に対する低侵襲かつユーザーフレンドリー
な代替手段を提供します。また、慢性疾患の増加と高齢化社会の進展は、継続的な健康
モニタリングと個別化医療ソリューションへの需要を押し上げています。デジタルヘル
スケア、特にAIとIoT（モノのインターネット）の進歩は、ウェアラブルバイオセンサ
ーからの大量のデータを意味のある洞察に変換する能力を強化し、MN技術の臨床応用
を加速させています。この分野の発展は、材料科学、マイクロファブリケーション、バ
イオ化学、および情報技術の学際的な進歩に支えられています。

今後の展望

マイクロニードルベースの統合システムは、未来のヘルスケアにおいて中心的な役割を
果たすでしょう。将来的には、複数のバイオマーカーを同時に、かつ高精度で測定でき
るマルチプレックスMNパッチや、自己給電型、さらには閉ループで薬物投与を制御で
きる「スマートパッチ」へと進化することが期待されます。これにより、糖尿病、心臓
病、腎臓病、がんなどの慢性疾患の早期発見と管理が劇的に改善される可能性がありま
す。POCT診断の普及は、遠隔地や医療資源が限られた地域での医療アクセスを向上さ
せ、グローバルヘルスにも貢献します。この技術は、患者中心の医療を推進し、医療シ
ステム全体の効率性と持続可能性を高めるための重要な基盤となることが期待されま
す。

元記事: https://www.ijpsjournal.com/article/microneedle-based-transdermal-drug-delivery-system-

current-challenges-and-future-perspectives-a-review

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#18 HMEニュースが報じる：アボット社、デュアルセン
シング技術でFDA承認を獲得し、DKA予防へ新たな一歩

概要

HME Newsは、アボット社が血糖値とケトン体を同時に連続モニタリングできる
「Libre Duo 10 Day」システムでFDA承認を獲得したと報じました。このバイオウェア
ラブルは、糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）のリスクを低減するため、ケトン体レ

ベルの上昇を患者に警告することを目的としています。ある医師は、ケトン体の背景
データを収集することがDKAのより早期の認識に繋がるとその意義を強調していま
す。

公開日 2026年08月27日  HME News  USA



詳細

主要成果

HME Newsは2026年8月27日、アボット社が開発した「Libre Duo 10 Day」システムが米
国食品医薬品局（FDA）の承認を得たと報じました。このシステムは、糖尿病患者の血
糖値とケトン体の両方を連続的にモニタリングする世界初のデバイスとして、特に糖尿
病性ケトアシドーシス（DKA）の予防において大きな進展を意味します。患者は腕に装
着する小型パッチを通じて、リアルタイムのデータと潜在的なリスクに関するアラート
を直接受け取ることができます。

技術・臨床詳細

Libre Duo 10 Dayは、従来の連続血糖モニタリング（CGM）機能に加えて、ベータヒド
ロキシ酪酸（BHB）を主要なケトン体マーカーとして高精度で測定するセンサーを組み
込んでいます。これにより、ユーザーは血糖値の変動パターンだけでなく、ケトン体レ
ベルの傾向も把握できるようになります。記事では、著名な糖尿病専門医が「ケトン体
レベルのバックグラウンドデータを継続的に収集できることは、DKAのリスクをより早
く認識し、早期に介入する上で極めて重要だ」とコメントしており、このデバイスが臨
床現場にもたらすメリットの大きさを強調しています。DKAは進行すると生命を脅かす
可能性があるため、このデュアルモニタリング機能は患者の安全性を大幅に向上させる
ことが期待されます。

背景・業界文脈

糖尿病管理において、血糖コントロールは重要ですが、特に1型糖尿病患者や2型糖尿病
のインスリン使用患者では、インスリン不足やシックデイ時にケトン体が増加し、DKA

に繋がるリスクがあります。これまでは、ケトン体の測定は個別に行われることが多
く、連続的な傾向把握は困難でした。アボット社のLibre Duo 10 Dayは、このギャップ
を埋めるもので、患者が日々の生活の中でDKAのリスクを継続的に評価できる初のソリ
ューションとなります。これは、糖尿病ケアにおける予防的アプローチを強化し、緊急
医療の必要性を減らす可能性を秘めています。



今後の展望

このFDA承認は、糖尿病管理の未来に大きな影響を与えるでしょう。患者は、より完全
な生理学的データに基づいて、食事や運動、インスリン投与量などの意思決定を行うこ
とが可能になります。また、医療提供者は、患者の自宅でのケトン体と血糖値の動向を
把握することで、遠隔医療や個別化医療の質を高めることができます。HME Newsは、
このような革新的なウェアラブル技術がホームメディカル機器市場に新たな機会をもた
らすと見ており、他の企業も同様の複合型バイオセンサーの開発に注力する可能性が高
いことを示唆しています。

元記事: https://www.hmenews.com/article/abbott-gets-fda-clearance-for-dual-sensing-technology
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#19 FDAが初の連続血糖・ケトンモニタリングシステムを
承認：アボット「Libre Duo 10 Day」が糖尿病ケアに変革
をもたらす

概要

FDAは、アボット社の「Libre Duo 10 Day」連続デュアル血糖ケトンモニタリングシス

テムを2歳以上の糖尿病患者向けに承認しました。これは米国初の連続ケトン体モニタ
リングウェアラブルであり、単一システムで血糖値とケトン体の両方を連続追跡する
世界初のデバイスです。この承認は、糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）の予防にお

いて重要な進歩をもたらします。

公開日 2026年08月27日  Pharmacy Times  USA



詳細

主要成果

2026年8月27日、米国食品医薬品局（FDA）は、アボット社製の「Libre Duo 10 Day」連
続デュアル血糖ケトンモニタリングシステムを、2歳以上の糖尿病患者向けに承認した
ことをPharmacy Timesが報じました。この画期的な承認により、Libre Duo 10 Dayは米
国で初めて連続的にケトン体をモニタリングできるウェアラブルデバイスとなり、さら
に単一のシステムで血糖値とケトン体の両方を連続的に追跡できる世界初のデバイスと
して位置づけられます。

技術・臨床詳細

Libre Duo 10 Dayシステムは、患者の腕に装着する小型のパッチ型センサーを通じて、
リアルタイムで血糖値とケトン体（ベータヒドロキシ酪酸）の測定を行います。このデ
バイスは最大10日間連続して装着可能で、その間、分単位で詳細なデータを収集し、互
換性のあるスマートフォンアプリに送信します。特に重要なのは、ケトン体レベルが上
昇した際に自動的にアラートを発する機能です。これにより、患者や介護者は糖尿病性
ケトアシドーシス（DKA）の発症前に異常を察知し、迅速な対応を取ることが可能にな
ります。臨床データによると、早期のケトン体上昇の検出は、DKAによる入院リスクを
最大70%低減する可能性が示されており、特に小児糖尿病患者やインスリンポンプ使用
者にとって、より安全な糖尿病管理を実現します。

背景・業界文脈

これまで、糖尿病患者のケトン体測定は、指先穿刺による血液検査や尿検査が一般的で
した。しかし、これらの方法は手間がかかり、リアルタイムでの傾向把握には不向きで
した。糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）は、インスリン不足が原因で体内のケトン体
が異常に増加し、重篤なアシドーシスを引き起こす急性合併症です。特に小児の1型糖
尿病患者においては、DKAが初回発症時に診断されるケースも多く、その予防は長年の
課題でした。アボット社のLibre Duo 10 Dayは、この課題に対し、簡便かつ連続的なモ
ニタリングという形で画期的な解決策を提供し、患者の負担軽減とQOL向上に大きく貢
献します。



今後の展望

Pharmacy Timesは、薬剤師がこの新技術について患者に適切にカウンセリングできるよ
う、その重要性を強調しています。このデバイスは、糖尿病ケアの標準を再定義し、患
者がより安心して生活できる環境を創出する可能性を秘めています。また、連続血糖モ
ニタリング市場におけるアボット社の優位性をさらに強化し、他の医療機器メーカーに
もデュアルセンサー技術の開発競争を促すことが予想されます。将来的には、このよう
な多機能バイオセンサーが、より広範な疾患モニタリングに応用され、予防医療のさら
なる発展に寄与するでしょう。

元記事: https://www.pharmacytimes.com/view/fda-clears-first-continuous-glucose-ketone-monitor

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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